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都市計画マスタープランの概要 
 

都市計画マスタープランとは 

都市計画マスタープランは、都市計画法第18条の２に基づく計画で、都市の将来像や土地
利用等の方針を明らかにした、市の都市計画に関する基本的な方針を示すものです。 
また、このマスタープランに基づき、都市づくりに関連する具体的な計画の策定や事業が

進められます。 
 

改定の背景 
2008年(平成20年)2月の計画策定から10年が経過し、少子高齢・人口減少社会への突入や

東日本大震災の発生を契機とした防災意識の高まりなど、本市を取り巻く社会情勢は大きく
変化しています。 
国においても、市街地の無秩序な拡散に歯止めをかけ、人口減少・高齢社会に対応した  

コンパクトなまちづくりが重要であるとして都市計画法等の見直しを行っています。 
このような背景から、社会情勢の変化への対応や第２次磐田市総合計画との整合を図るた

め、都市計画マスタープランを改定するものです。 

 

計画の位置づけ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目標年次 
概ね20年後の都市像を展望した上で、都市計画に関する基本的な方針を定めているため、

目標年次を2037年とし、社会情勢等の変化に対応するため、概ね10年後に見直しを行いま
す。
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磐田市 
都市計画マスタープラン 

 

磐田市総合計画 
磐田都市計画区域マスタープラン 

（静岡県策定） 

磐田市 
立地適正化計画 

用途地域、地区計画、道路、公園等
の都市計画決定・変更 市街地開発事業 

整合 

即する 即する 

具現化 

基づく（根拠となる） 
 

 

 

 

即する 

・緑の基本計画 
・環境基本計画 
・下水道事業計画  など 

 

部門別計画 
 都市計画の決定・変更、個別計画の推進 
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目
標
年
次 

２０１８年

 

次回の改定 

２０２７年
 

２０３７年
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全 体 構 想 
 
将来都市像と都市づくりの目標 

第 2 次磐田市総合計画に示すまちの将来像や、今後の都市づくりにおいて考慮すべき社会情勢を
踏まえ、都市計画マスタープランにおける将来都市像を以下のとおりとします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来都市像 

 
 
 
・コンパクトシティ・プラス・ネットワーク型の都市づくりの推進 
・これまでに整備された JR駅周辺の都市基盤の有効活用 
・JR新駅の設置推進及び周辺整備等 
 
 
 
・高速道路や国道等の広域交通基盤の有効活用 
・市街化調整区域における新たな産業活動の場の可能性検討 
 
 
 
 
・海岸堤防整備の推進 
・緊急輸送路や避難施設の確保・充実 
・災害リスクの高いエリアの開発を抑制 
 
 
 
・豊かな自然環境や歴史・文化資源の保全 
・地域との連携 

～ 豊かな自然や歴史・文化と共生し 人にも企業にも選ばれる魅力的な磐田 ～ 

1 

（主 要 課 題） 
 

１ 持続可能なまちづくりによる人口減少や高齢化への対応 

２ 計画的な土地利用の規制・誘導による人口密度の維持・向上 

３ 市の活力を生み出す産業機能の充実 

４ 大規模災害に対する事前対策 

まちの活力が次代に持続する都市
ま ち

 磐田 

都市づくりの目標 

■ 磐田市の特性を活かした 
「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」型の都市づくり 

■ 広域都市基盤を活かした市の活力を高める都市づくり 

■ 効果的な都市基盤整備や土地利用の適正誘導による安全性の高い 
都市づくり 

 

■ 地域の特性を活かした官民連携による都市づくり 
 

５ 広域都市圏に対応した都市の骨格と中心の創出 

６ 豊かな自然環境や歴史・文化的資源の保全と活用 

７ 都市経営の効率化・課題に応じたまちづくりの展開 

目標 1 

目標 2 

目標 3 

目標 4 



  

 
3 

全 体 構 想 
 

将来都市構造 
将来にわたって持続可能なまちづくりを実現するため、歴史・文化などの地域資源やこれまでに整備

されてきた都市基盤を有効活用するとともに、現在進めている JR新駅の設置や新東名スマートインター
チェンジの整備などにより、多くの人の交流や新たな産業活動の展開を促進します。        

 

 

 

 

 

  

3 軸                     
● 連携軸は、産業活動を支える幹線道路 
● 公共交通軸は、日常生活に必要な移動手段 
● 産業軸は、円滑な交通が確保されている道路 

２ 

2 地域                  
● 市街地地域は、将来も公共交通や都市機能、一定の
人口密度を保てるエリア 

● 産業地域は、拠点とともに産業振興を図る場 

（将来都市構造図） 

市民の持続可能な暮らしの視点 
● JR 駅や地域拠点の周辺に日常生活に必要な医療、
福祉、商業施設等の都市機能を誘導し、コンパクト
にまとまりのある持続性の高い市街地を形成し
ます。 

産業活性による市の活力向上の視点 
● 都市の活力を維持するため、高速道路 IC などの 

広域交通基盤を活かした産業の誘致を進め雇用の
場を確保します。 

※将来都市構造：将来の都市の骨格を示すもので 
「拠点」「地域」「軸」の三つの要素で構成 

将来都市構造構築の二つの視点 

1 拠点                           
● 中心都市拠点や都市拠点は、にぎわいや都市の活力 
向上を図る場 

● 地域拠点は、地域住民の生活を支える場 
● 集落拠点は、周辺環境と調和したゆとりある集落地 
● 産業拠点は、産業活動の中心的な場 
● 交流・レクリエーション拠点は、市民や来訪者の交流
を図る場 

● コミュニティ拠点は、地域活動の拠点となる場 

磐田市が目指す将来都市構造 
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分野別基本方針 

 
土地利用の基本方針 

活力があり暮らしやすいまちづくりに向け、将来都市像や地域特性を踏まえた計画的な土地利用の 
規制･誘導により、市街地として土地利用を図る区域、田園や自然環境として保全する区域などを明確に
し、土地利用を進めます。また、都市の活力を高めるため県の内陸フロンティア推進区域に位置づけられ
た事業を推進するとともに、既存制度のほか総合特別区域制度等の活用も検討します。         
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活力があり暮らしやすいまちづくりに向けた
メリハリのある土地利用を進める

目 標 
（土地利用の基本方針図） 

●商業業務地区  
➣JR磐田駅の駅前北口地区は、土地の
高度利用、多様な都市機能や都市型
住宅を誘導 

➣JR 豊田町駅及び(仮称)JR 磐田新駅
の駅前地区は、駅利用者や観光客等
も対象とした都市機能を誘導 

●沿道市街地地区 
➣(都)見付岡田線等の沿道は、来訪者
や往来者及び若者に魅力ある沿道 
サービス機能を誘導 

●複合市街地地区 
➣公共交通沿線等で商業業務地区への
アクセスが良好な地区は、生活の 
利便性の高い市街地を形成 

●産業集積地区 
（高速道路 IC、SIC周辺含む） 
➣新たな企業誘致に対応するため、  
既存の産業集積地区周辺を対象に、 
機能拡充や区域拡大を検討 

➣産業軸周辺は需要に応じて工場等の
立地を検討 

●農業・集落調和地区 
➣農地と集落が共存するエリアは、  
引き続き市街化を抑制、集落の居住
環境の維持 
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全 体 構 想 
 
市街地整備の基本方針 

秩序ある土地利用の誘導を図るために、既成市街地では、良好な居住環境や産業の振興に向け、引き続
き既存ストックを活かした基盤整備を進め、新市街地では、本市の活力維持・向上に向けた計画的な市街
地整備を進めます。また、集落部は、良好な居住環境の維持に努めます。 
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※面的整備検討地区や地区計画適用候補
地区は、周辺の土地利用等を勘案して、 
長期的な視点のもと民間活力の活用等が
望まれる地区であり、整備や整備に対する
支援を約束するものではありません。 

（市街地整備の基本方針） 

計画的な市街地整備の推進と
民間投資の促進

目 標 

●面的整備計画地区 
➣事業実施中、又は概ね 10 年以内に 
整備又は着手が見込まれる地区 

●面的整備検討地区 
➣住民の合意形成や農業との調整等を
図った上で、将来面的整備が見込ま
れる地区 

➣民間主導の取組を誘導 

●地区計画適用候補地区 
➣市街化調整区域において住民の合意
形成や農業との調整、事業の確実性
等が見込まれた時点で地区計画の 
活用を検討する地区 

➣民間主導の取組を誘導 
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道路・交通体系の基本方針 

主要道路の体系的な整備、安全で人に優しい交通環境の整備、公的交通機能の充実により、市域での 
安定した生活を支え、活発な産業活動を促進する道路交通網を形成します。              
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計画的・効率的な道路ネットワークの構築

●主要道路網の体系的な整備
➣主要道路の計画的な整備を推進
➣必要に応じた都市計画道路の見直し

（道路・交通体系の基本方針図） 目 標 

●安全で人に優しい交通環境の整備 
➣歩道や自転車道の適切な維持管理に 
努め、自動車利用の削減による環境負
荷の低減 

➣ユニバーサルデザインに基づいた駅周
辺などの整備・改修 

●公共交通機能の充実 
➣JR 新駅のアクセス道路等の整備に  
より交通結節機能の充実 

➣都市づくりを支える主要な公共交通
(鉄道や路線バス)路線の維持 

➣デマンド型乗合タクシーは継続性の 
高い公共交通手段として確保  
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全 体 構 想 
 
公園・緑地の基本方針 

骨格的な緑地の保全と活用、公園・緑地の整備、地域緑化への市民参加を総合的に展開します。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川・下水道の基本方針 
計画的な河川改修や生活排水処理対策を進めます。                             
 

 

 

 

 
  

緑豊かなうるおいあるまちの形成

●骨格的な緑地の保全と活用
➣まちの骨格を形成する緑地・自然地の保全
➣環境学習やレクリエーションの場としても活用

●公園･緑地の保全と整備
➣既存公園の適切な維持管理
➣配置バランスを考慮した公園・緑地の整備推進

4 

5 

安全でうるおいある河川環境の形成
快適で安心安全な生活環境の向上と公共用水域の水質保全

●河川及び雨水排水施設の整備
➣過去に災害のあった河川等の優先的な整備
➣排水施設の整備と適正な維持管理
➣河川を憩いの場・環境学習の場として活用

（公園・緑地の基本方針図） 

（河川・下水道の基本方針図） 

目 標 

目 標 

●地域緑化の推進と市民参加 
➣地区計画制度の活用により住宅等の敷地内  
緑化を促進 

➣まち美化パートナー制度や公園愛護会による 
効率的な公園の維持管理の推進 

➣市民の緑化意識を高める啓発活動、支援体制の
整備 

●汚水処理施設の整備 
➣効率的かつ効果的な生活排水対策の推進 
➣ライフラインの持続的な機能を確保するため
下水道施設の長寿命化・耐震化を推進 
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災害に強い都市づくりの基本方針（都市防災） 

災害から都市と市民生活を守り、市民が安全に安心して暮らせるよう、効果的な都市基盤整備や土地利
用の適正誘導により、災害による被害を最小限に抑えるとともに、災害発生時には被害状況を早期に把握
し、被害の拡大を最小限に抑えるため、地域で連帯した防災活動の推進など、地域防災力の向上を図りま
す。                                                  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

被害を最小限に抑える災害に強い都市づくり

6 

（都市防災の基本方針図） 目 標 

●防災拠点等の充実 
➣避難所・救護所の適切な維持管理と施設 
の機能充実 

➣磐田市耐震改修計画に基づく耐震改修等
の推進 

➣津波や土砂災害等の緊急避難場所の確保 

●地震対策・津波対策の推進 
➣緊急輸送路の整備や橋梁の耐震化 
➣県と連携した海岸堤防整備の推進 
➣木造住宅等や緊急輸送路沿道の建築物の
耐震化 

●風水害対策の推進 
➣河川改修や河川水位監視システム等の 
整備、浸水対策事業や既存ポンプ場の 
更新・増設及び長寿命化の推進 

➣公共施設における緑化や雨水貯留施設等
の設置の推進と民間における雨水流出 
抑制施設の設置の誘導 

➣県土砂災害対策事業の促進と急傾斜地崩
壊のおそれがある箇所に近接する住宅へ
の移転補助事業の実施 

●地域防災力の向上 
➣防災情報の提供による市民の防災意識の
向上 

➣防災訓練や防災資機材の整備等への支援 
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全 体 構 想 
 
美しくうるおいある都市づくりの基本方針（景観） 

都市の個性ある魅力やにぎわい、活力を高めていくため、磐田市景観形成ガイドラインの指針に基づ
き、地域特性を活かした美しさやうるおいの感じられる景観に配慮した都市づくりを進めます。 
また、市民のまちづくりへの参加意識を高めながら、市民・地域と行政が一体となった景観づくりを 

目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人や環境に優しい都市づくりの基本方針 
都市施設のユニバーサルデザイン化の推進や、コミュニティの育成等による市民が相互に助け合える

地域社会づくりを進めます。また、環境に配慮した建築物等の普及促進や環境負荷の低減を図ります。 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

8 

7 

地域特性を活かした美しさやうるおいの感じられる景観に配慮した都市づくり

●魅力ある都市の顔づくり
➣駅やICの周辺は、まちの玄関口としてふさわしい景観誘導を図る
➣地域の歴史特性や歴史的資源と調和した街並みの保全

●多彩な自然景観の保全
➣まちの骨格を形成している自然景観の保全

●美しく調和のとれた街並みの形成
➣民間の開発や建築行為、屋外広告物に対する景観誘導
➣道路や公園等の公共施設の整備や公共建築物の建設・改築時の周辺景観の調和への配慮

●市民等と市の協働による景観形成
➣市民や市民活動団体、事業者、市が協力を深めながら景観形成を推進
➣景観づくりのための磐田市景観条例に基づく表彰制度等の活用

市民が相互に助け合える、誰もが暮らしやすい人に優しい都市づくり
環境に優しい都市づくり

●誰もが暮らしやすい都市環境の形成
➣公共施設や市民が利用する民間集客施設等は、ユニバーサルデザインへの配慮を誘導
➣段差の改修など高齢者の自立や介護のしやすさ等に配慮した個人住宅の改修に対する支援の実施

●地域活動拠点の充実とコミュニティ活動の活性化
➣交流センターの機能・体制の充実

●環境共生型の建築物等の普及
➣住宅等建築物の省エネルギー化や再生可能エネルギーの導入、リサイクル建材の採用等の促進

●福祉や環境施策との連携
➣福祉・環境施策と連携した分野横断的な取り組みの推進

目 標 

目 標 
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地 域 別 構 想 
 
地域別構想は、全体構想を基に地域ごとの具体的なまちづくりの方針を示したもので、市域を 10地区

に区分し、概ね 10年以内のまちづくりの方針を定めています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 豊岡地区 

良好な緑や水辺の保全と 
幹線道路を活かした 
メリハリある土地利用 

豊  岡 
豊かな自然と調和する 

広域交通基盤を活かした産業振興 

農商工が連携した 
拠点機能の充実 

見  付 

歴史・文化資源の保全・活用と 
充実した住まい環境の確保 

豊田北部 

豊田南部 
人々の交流を生む 
文化交流拠点の充実 

歩いて楽しめる 
多様な都市の機能の維持・集積 

田原・御厨・西貝・南御厨 天竜・長野・於保 
幹線道路と地域資源を活かした 

交流づくり 
【大泉町含む】 

良好な田園に囲まれ、 
住む・働く・遊ぶ場が近接する

市街地の機能向上 

地域活力を高めるための 
防災機能の向上と交流の促進 

豊富な地域資源を活かした 
にぎわいづくりと防災機能の向上 

竜  洋 

中泉・今之浦 

福  田 

岩田・大藤・向笠 

【獅子ヶ鼻公園周
辺】 

▸ 森林とのふれあい
や自然体験機能の
充実 【豊岡総合センター周辺】 

▸  施設の適切な維持管理と 
利用者サービスの向上 

【下野部工業団地及び新平山工業団地周辺】 
▸ 既存工業団地の産業振興 
▸ (仮称)新磐田スマート IC の設置により広域交通の利便性を確保 

【既存集落周辺等】 
▸  既存集落の住環境維持に 
向けた地区計画制度の活用
検討 

【(仮称)大藤下神増線】 
▸ ルートの調整 

【松之木島工業地区周辺】 
▸ 既存の産業集積の維持 
▸ 産業集積地区周辺に産業
の立地を検討 

豊かな自然と調和する広域交通基盤を
活かした産業振興

(仮称)新磐田スマートICの早期開設とIC
周辺の立地特性を活かした工業用地拡大
の検討

就業者等のための新たな居住環境の確保

目 標 

【(仮称)新磐田スマー
ト IC周辺】 

▸ スマート IC の設置
推進及びアクセス
道路整備 

▸ スマート IC 周辺に
工業用地の拡大を
検討 

▸  産業振興に向けた
地区計画制度の 
活用検討 

【豊岡駅周辺】 
▸ 集落拠点としての機能充実 
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２ 岩田・大藤・向笠地区 

3 豊田北部地区 
【一般住宅地区】 
▸ 緑豊かなゆとりある居住環境の保全 

▸ 地区内の緑地や河川は、良好な景観形成やうるお
いを与える自然空間として保全に努める 

【産業集積地区及び産
業軸の周辺】 

▸ 周辺環境や土地利用
規制と調整の上、産業
の立地を検討 

【（仮称）ながふじ学府一体校】 
▸ 地域の交流の場としても活用 

【熊野の長フジ周辺】 
▸ 歴史的資源を活用した交流の場 

【池田地区】 
▸ 歴史的特性と調和した街並みの
保全 

【天竜川河川空間】 
▸ 豊田池田の渡し公園等の適切な
維持管理 

【遠州豊田 PAスマート IC周辺北側】 
▸ 既存の商業・業務・工業の良好な 
環境維持 

▸ 大規模商業機能の維持 
▸ 隣接地における新たな産業集積の
検討 

【遠州豊田 PAスマート IC周辺南側】 
▸ 新たな農業ビジネスモデルの拠点
整備の推進 

▸ 北側と連携した土地利用の検討 

【さぎさか工業団地周辺】 
▸ 既存の産業集積の維持 
▸ 産業集積地区周辺に産業の
立地を検討 

【桶ケ谷沼周辺】 
▸ 貴重な自然環境の保全 
▸ 環境学習の場としての活用 
▸ 鶴ケ池周辺を含めた、自然 
とのふれあいの場を提供 

【磐田 IC周辺】 
▸ 工業・流通業務機能等の誘導検討 

【岩井工専地区周辺】 
▸ 既存の産業集積の維持 
▸ 産業集積地区周辺に工場等
の立地を検討 

【(県)磐田袋井線沿道】 
▸ にぎわいが持続される土地
利用の誘導 

農商工が連携した拠点機能の充実

良好な緑や水辺の保全と幹線道路を
活かしたメリハリある土地利用

桶ヶ谷沼や磐田原台地の斜面緑地などの
良好な緑・水辺環境の保全

豊かな自然環境に配慮した幹線道路周辺
の土地利用

今後も産業・交流機能の集積に加え、  
新たな農業ビジネスモデルの構築によ
り遠州豊田 PA スマート IC 周辺の拠点
機能の充実 

【(仮称)大藤下神増線】 
▸ ルートの調整 

【産業集積地区周辺及び産
業軸沿道】 

▸ 周辺環境や土地利用規制
と調整の上、産業の立地を
検討 

【磐田スポーツ交流の里ゆめりあ周辺】 
▸ 施設等の良好な維持管理と活用 

目 標 

目 標 
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４ 豊田南部地区 

歴史・文化資源の保全・活用と
充実した住まい環境の確保

市街地整備による新たな定住促進

歴史・文化を活かした街並みの保全

磐田IC周辺の交通利便性を活かした土地
利用の検討

５ 見付地区 

【住宅系市街地】 
▸ 緑豊かなゆとりある低層住宅の居住
環境の保全 

【磐田 IC周辺】 
▸ 工業・流通業務機能等
の誘導検討 

【一般住宅地区】 
▸ 緑豊かなゆとりある居住環境の保全 

【(県)磐田袋井線沿道】 
▸ にぎわいが持続される土地利用の誘導 

【複合市街地地区】 
▸ 商業・医療施設等の都市機能や居住を誘導 

【見付美登里地区】 
▸ 土地区画整理事業の推進 

【用途地域：工業地域】 
▸ 必要に応じて土地利用混在の解消を
検討 

【見付本通り沿道】 
▸ 商業・業務機能等や居住の誘導 
▸ 歴史的街並み保全 

▸ 見付天神の杜のまとまった緑地の保全 
▸ かぶと塚公園等の適切な維持管理 
▸ 地区内の緑地や河川は、良好な景観形成やうるおい
を与える自然空間として保全に努める 

【地域拠点（豊田地区）】 
▸ 商業・業務機能等や居住の誘導 

【磐田原台地の斜面緑地】 
▸ 市民協働事業による斜面
緑地の保全 

【（県）磐田袋井線沿道】 
▸ にぎわいが持続される 
土地利用の誘導 

【産業集積地区及び産業軸の周辺】 
▸ 周辺環境や土地利用規制と調整の上、
工場等の立地を検討 

【一般住宅地区】 
▸ 緑豊かなゆとりある居住環境の保全 

【JR豊田町駅周辺】 
▸ 地域の中心的な商業・業務機能等の誘導 

▸ 地区内の緑地や河川は、良好な
景観形成やうるおいを与える 
自然空間として保全に努める 

人々の交流を生む文化交流拠点の充実

市民文化会館建設の推進と多様な文化施
設の集積による交流機能の充実

JR 豊田町駅周辺や幹線道路沿道の都市
機能を維持しにぎわいが持続される  
土地利用 

目 標 

目 標 
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６中泉・今之浦地区 

７ 田原･御厨･西貝･南御厨地区 

良好な田園に囲まれ、住む・働く・遊ぶ場が
近接する市街地の機能向上

新駅周辺のアクセス道路等の整備推進により
駅の利用環境の向上と駅利用者の確保

【一般住宅地区】 
▸ 緑豊かなゆとりある居住環境の保全 

【今之浦地区及びその周辺】 
▸ 商業・業務機能等や居住の誘導 

▸ 駅から教育・公共施設等を結ぶ歩道
空間の確保 

▸ 地区内の緑地や河川は、良好な景観
形成やうるおいを与える自然空間と
して保全に努める 

▸ 中央公園等の適切な維持管理 

▸ 市民文化会館移転後の跡地は、地域
の活性やにぎわい創出に資する土地
利用を検討 

【JR磐田駅北口周辺】 
▸ 駅前北口地区は、商業・医療・   
福祉等の多様な都市機能を誘導 

▸ 低未利用地の活用検討 
【JR磐田駅南口周辺】 
▸ 商業・業務機能等や居住の誘導 

▸ 住宅と工場等が共存・調和した
土地利用の誘導 

【一般住宅地区】 
▸ 緑豊かなゆとりある低層
住宅環境の保全 

▸ 兎山公園等の適切な維持管理 
▸ 地区内の緑地や河川は、良好な景観形成やうるおい
を与える自然空間として保全に努める 

【(仮称)JR磐田新駅周辺】 
▸ 地域の中心的な商業・業務機能等を誘導 
▸ 新たな交通拠点としての機能向上 
▸ 駅を中心とした歩行者ネットワーク形成 

▸ 旧東海道や古道、古墳群等の歴史的資源の保全や 
観光資源・学習の場としての活用を検討 

【磐田東部工業団地】 
▸ 既存の産業集積の維持 

【産業集積地区及び産業軸の周辺】 
▸ 周辺環境や土地利用規制と調整の上、産業の立地を検討 

【新貝、鎌田第一地区】 
▸ 土地区画整理事業の推進 

歩いて楽しめる多様な
都市の機能の維持・集積

地区内の未利用地は、民間活力等を活か
した土地利用を検討

商業・医療・福祉・子育て・教育等の    
多様な都市機能の維持・誘導 

新駅設置の推進と良好な居住環境を創出   
する新貝・鎌田地区の市街地整備の推進 

住宅地の整備が進む新駅周辺は、駅利用者も
含めた地域の中心的な商業機能をはじめ、  
医療・福祉・子育て等の都市機能を誘導 

目 標 

目 標 
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８ 天竜・長野・於保地区 

９ 竜洋地区 

【一般住宅地区】 
▸ 緑豊かなゆとりある居住環境の保全 

【大池周辺】 
▸ 自然環境保全を基本とした市民の憩い
の場・環境学習の場として整備 

【見付岡田線沿道】 
▸ にぎわいが持続される土地利用の誘導 

【産業集積地区】 
▸ 周辺の居住環境に配慮した産業振興 

【高木大原線沿道】 
▸ 道路整備の推進 
▸ 用途地域に応じた土地利用の誘導 

【産業軸周辺（国道 150号バイパス沿道）】 
▸ 交通環境の充実等に伴う開発行為等の適切な誘導 

▸  地区内の緑地や河川は、良好な景観形成や    
うるおいを与える自然空間として保全に努める 

▸ 千寿の墓などの歴史的資源の保全・活用 

地域活力を高めるための
防災機能の向上と交流の促進

津波対策のための海岸堤防整備の推進

【十束工業地区及び産業軸の周辺】 
▸ 周辺環境や土地利用規制と調整の上、  
工場等の立地を検討 

【既存工業団地及び工業団地周辺】 
▸ 産業集積の維持 
▸ 駒場、竜洋南部工専における計画
的な工業用地の拡大検討 

【国道 150号沿道】 
▸ にぎわいが持続される土地利用の誘導 

【地域拠点（竜洋地区）】 
▸ 日常生活に必要となる都市機能や
居住の誘導 

【掛塚・白羽地区】 
▸ 歴史的特性や歴史的資源と調和した街並
みの景観形成 

【一般住宅地区】 
▸ 緑豊かなゆとりある低層住宅環境の保全 

【沿岸部】 
▸ 海岸堤防整備の推進 

【竜洋海洋公園】 
▸ いわたエコパークと連携した交流・
レクリエーション機能の充実 

幹線道路と地域資源を活かした交流づくり

(都)見付岡田線の沿道サービス機能の維持と
(都)高木大原線の道路整備等の推進に伴う新
たな沿道サービス機能の誘導 

大池周辺を憩いの場、環境学習の場として  
整備 

竜洋海洋公園等の観光・レクリエーション 
機能の充実により交流を促進 

目 標 

目 標 

【沿岸部】 
▸ 海岸堤防整備の推進 
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都市計画マスタープランは、今後のまちづくりの基本方針を示すものであることから、本計画に関連
する個別事業の推進や立地適正化計画制度の活用等により計画の実現を図っていきます。なお、計画の
具現化に向けて、以下のような基本的な考え方で取り組みます。 

 

１ 情報の共有化                ４ 柔軟な推進体制 

２ 様々なまちづくり手法の活用・選択      ５ 都市計画マスタープランの見直し 

３ 市民等と行政の協働 

 

 

マスタープラン実現に向けて 

 

都市計画マスタープン 
（2007年～2026年） 

 

第１次磐田市総合計画 
（2007年～2016年） 

 

第２次磐田市総合計画 
（2017年～2026年） 

 

 

10 福田地区 

2007年（平成 19年）          2017年（平成 29年）        2027年            2037年 

目標 

年次 

改定都市計画マスタープラン 
（2018年～2037年） 

目標 

年次 
 立地適正化計画 

（2018年～2037年） 

第２次磐田市総合計画の策定や   
社会情勢の変化等を踏まえた改定 

改定都市計画マスタープラン 
（2018年～2037年） 

都市計画マスタープラン 
（2007年～2026年） 

【一般住宅地区】 
▸ 緑豊かなゆとりある低層住宅環境の保全 

【国道 150号沿道】 
▸ にぎわいが持続される
土地利用の誘導 

【福田漁港周辺】 
▸ 交流・レクリエーション拠点
への交通利便性の向上 ▸福田公園等の適切な維持管理 

【産業集積地区及び産業
軸の周辺】 

▸ 周辺環境や土地利用規
制と調整の上、工場等
の立地を検討 

【地域拠点（福田地区）】 
▸ 日常生活に必要となる都市機能や居住の誘導 

【沿岸部】 
▸ 海岸堤防整備の推進 

【既存工業団地及び工業団地周辺】 
▸ 産業集積の維持 
▸ 福田南部工専における計画的な工業
用地の拡大検討 

豊富な地域資源を活かした
にぎわいづくりと防災機能の向上

第３次磐田市総合計画 
（2027年～2036年） 

上位関連計画の策定及び見直し、 
社会情勢の変化等を踏まえて必要に応じて改定 

福田漁港周辺は、防災機能の維持を図る
とともに、交流・レクリエーション拠点
として、渚の交流館や地域資源を活かし
たにぎわいづくりの推進 

津波対策のための海岸堤防の整備の   
推進 

目 標 


